
（1） 日本歯技6月号付録 平成15年5月20日

第６号
2003．5．20 日技ニュース

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
は
、

先
の
平
成
十
四
年
度
第
二
回
連

盟
評
議
員
会
（
三
月
十
六
日
開

催
）
第
三
号
議
案
・
第
二
十
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
比
例
代

表
選
出
議
員
候
補
者
擁
立
の
件

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
と

連
盟
役
員
三
名
に
よ
る
候
補
者

選
考
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
四

月
二
十
四
日
（
木
）
午
後
一
時

よ
り
第
一
回
候
補
者
選
考
委
員

会
を
開
催
し
た
。

選
考
委
員
会
で
は
、
委
員
長

互
選
が
行
わ
れ
、
高
橋
俊
秋
委

員
（
茨
城
）
が
委
員
長
に
、
田

中
一
郎
委
員
（
山
口
）
が
副
委

員
長
に
推
挙
さ
れ
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
提
示

さ
れ
た
選
考
委
員
会
規
程
が
第

二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

に
限
定
し
た
規
程
と
し
て
承
認

さ
れ
、
選
挙
の
し
く
み
の
説
明

が
執
行
部
よ
り
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
最
大
与
党
か
ら
擁
立

す
る
こ
と
が
選
挙
戦
上
一
番
有

利
で
あ
る
旨
の
説
明
が
過
去
の

選
挙
デ
ー
タ
を
基
に
行
わ
れ
、

今
ま
で
の
経
緯
も
踏
ま
え
、
擁

立
に
関
し
て
自
民
党
の
議
員
に

相
談
し
良
い
感
触
を
得
て
い
る

旨
、そ
の
際
、組
織
の
ト
ッ
プ
が

候
補
者
と
な
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

い
る
旨
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
説
明
が
あ

っ
た
あ
と
、
候
補
者
選
考
に
関

し
審
議
が
行
わ
れ
、
委
員
か
ら

は
、
擁
立
を
決
定
し
た
か
ら
に

は
一
刻
も
早
く
選
挙
準
備
に
取

り
掛
か
れ
る
よ
う
望
む
声
が
出

さ
れ
、
結
果
、
満
場
一
致
で
日

本
歯
科
技
工
士
連
盟
会
長
の
中

西
茂
昭
氏
を
現
職
の
ま
ま
歯
科

技
工
士
国
会
議
員
候
補
者
と
し

て
擁
立
す
る
こ
と
を
本
人
の
意

思
確
認
を
行
っ
て
、
臨
時
評
議

員
会
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
日
本
歯
科
技
工

士
連
盟
は
同
日
、
日
本
歯
科
技

工
士
連
盟
役
員
に
対
し
、
候
補

者
選
考
委
員
会
の
意
向
を
送
信

し
、
書
面
表
決
を
行
い
、
全
会

一
致
に
て
選
考
委
員
会
の
決
定

が
支
持
さ
れ
た
。

こ
の
表
決
を
受
け
日
技
連
盟

は
、
当
初
五
月
十
七
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
連
盟
総
務
会
を
五

月
十
六
日
正
午
よ
り
日
本
歯
科

技
工
士
会
館
に
お
い
て
繰
り
上

げ
開
催
し
、
候
補
者
決
定
議
案

等
に
関
し
協
議
し
た
。

引
き
続
き
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
、
平
成
十
五
年
度
第
一
回

臨
時
評
議
員
会
を
開
催
。
冒
頭

中
西
茂
昭
会
長
か
ら
は
要
約
、

「
国
会
議
員
候
補
の
擁
立
に
つ

い
て
は
三
月
の
定
例
評
議
員

会
、
選
考
委
員
会
、
そ
し
て
本

日
の
臨
時
連
盟
評
議
員
会
と
プ

ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
進
め
て
い

る
。
日
技
連
盟
は
主
体
性
を
持

っ
て
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
決
議

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
日
技
連

盟
と
し
て
半
世
紀
に
わ
た
る
思

い
を
成
就
で
き
る
か
ど
う
か
、

真
剣
に
ご
議
論
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
ご
来
賓
と
し
て
出
席

さ
れ
た
熊
代
昭
彦
衆
議
院
議
員

よ
り
「
今
回
、
組
織
内
の
手
続

き
を
踏
ま
れ
、
日
本
歯
科
技
工

士
連
盟
よ
り
中
西
会
長
を
次
期

参
議
院
議
員
選
挙
に
候
補
者
と

し
て
擁
立
す
る
議
案
が
提
出
さ

れ
る
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
皆

様
に
と
っ
て
の
悲
願
で
あ
り
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
私

は
『
歯
科
技
工
士
問
題
懇
談
会
』

の
事
務
局
長
と
し
て
、
皆
様
の

思
い
を
誰
よ
り
も
理
解
し
て
い

る
。
私
と
し
て
も
党
員
獲
得
な

ど
の
し
か
る
べ
き
環
境
整
備
が

図
ら
れ
、
皆
様
の
決
意
が
ゆ
る

ぎ
な
く
、
一
丸
と
な
っ
て
支
援

さ
れ
る
な
ら
、
協
力
を
惜
し
ま

な
い
。」
と
の
激
励
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
第
一
号
議
案
・
第

二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

比
例
代
表
選
出
議
員
候
補
者
承

認
の
件
が
古
橋
理
事
長
よ
り
上

程
さ
れ
た
。
古
橋
理
事
長
か
ら

は
、「
候
補
者
選
考
委
員
会
、

連
盟
総
務
会
等
手
順
を
踏
み
、

中
西
茂
昭
会
長
を
現
職
と
し
て

全
会
一
致
で
候
補
者
と
し
て
擁

立
す
る
こ
と
を
評
議
員
会
に
諮

る
旨
決
定
し
た
。
臨
時
評
議
員

会
に
お
い
て
、
自
民
党
か
ら
中

西
茂
昭
会
長
を
次
期
参
議
院
議

員
比
例
代
表
候
補
と
し
て
擁
立

す
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
議
論
い

た
だ
き
た
い
」
と
提
案
が
な
さ

れ
た
。
評
議
員
か
ら
は
会
長
職

と
の
兼
任
と
な
っ
た
場
合
の
職

責
の
全
う
に
関
す
る
質
問
等
が

だ
さ
れ
た
。
そ
の
後
採
決
に
入

り
、
五
十
名
中
四
十
七
名
の
賛

成
に
よ
り
可
決
承
認
。
中
西
候

補
予
定
者
か
ら
は
決
意
表
明
が

行
わ
れ
た
（
別
掲
）。

次
い
で
古
橋
理
事
長
か
ら
、

選
対
本
部
立
ち
上
げ
、
各
県
連

盟
に
対
し
て
は
党
員
獲
得
へ
の

協
力
要
請
を
行
う
旨
、
後
援
会

名
簿
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作

成
と
収
集
に
つ
い
て
、
他
団
体

へ
の
支
援
要
請
等
、
選
挙
に
向

け
た
準
備
行
為
を
順
次
進
め
る

旨
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
議
長
か
ら
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
の
要
請
が
本
連
盟
保

田
副
理
事
長
に
あ
り
、
評
議
員

と
と
も
に
「
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
向
け
頑
張
ろ
う
」
と
の
力
強

い
コ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。

今
後
は
自
民
党
に
公
認
を
受

け
る
た
め
、
さ
ら
に
は
悲
願
の

歯
科
技
工
士
国
会
議
員
誕
生
に

向
け
組
織
力
を
十
倍
、
二
十
倍

に
活
用
し
た
活
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
。

次期参議院議員通常選挙比例代表選出議員候補者に

中西茂昭氏の擁立を決定!!
｜平成15年度第1回臨時連盟評議員会｜

中西茂昭氏の擁立を決定!!
満
場
一
致
で
中
西
会
長
を
推
挙
す

る
候
補
者
選
考
委
員
会

熊
代
昭
彦
衆
議
院
議
員

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
は
、
去
る
五
月
十
六
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
日
本
歯
科

技
工
士
会
館
（
東
京
・
市
ヶ
谷
）
に
お
い
て
熊
代
昭
彦
衆
議
院
議
員
を
来
賓
に
迎
え
、
平
成

十
五
年
度
第
一
回
臨
時
連
盟
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
十
六
年
度
に
実
施
さ
れ
る
第
二
十

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
比
例
代
表
選
出
議
員
名
簿
登
載
予
定
候
補
者
に
日
本
歯
科
技
工
士

連
盟
会
長
中
西
茂
昭
氏
の
擁
立
を
賛
成
多
数
で
決
定
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

▲歯科技工界の歴史に新たなる1ページが加わった。

歯
科
技
工
士
は
過
去
半
世

紀
、
政
治
を
�
代
理
人
�に

託
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
成
果
も
あ
り
ま
し
た
が
数

多
く
の
限
界
も
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
経
済
問
題
し
か
り
、

教
育
・
法
令
問
題
し
か
り
で

あ
り
ま
す
。
我
々
は
、
あ
の

大
臣
告
示
が
出
さ
れ
た
十
五

年
前
か
ら
す
で
に
「
次
に
取

る
べ
き
行
動
」
を
認
識
し
て

い
た
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
認

識
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
制

度
上
、
手
の
届
く
範
囲
に

「
当
選
圏
」
は
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

今
は
違
い
ま
す
。
選
挙
制
度

が
変
わ
り
、
客
観
情
勢
は
歯

科
技
工
士
国
会
議
員
の
誕
生

を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
そ

が
構
築
さ
れ
、
緊
密
な
連
絡

体
系
も
整
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
大
多
数
の
歯
科
医
師

が
、チ
ー
ム
医
療
を
�
必
然
�

と
し
て
容
認
す
る
環
境
が
す

で
に
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
歯
科
技
工
士
を
含
む
医

療
技
術
者
は
、
自
ら
の
責
務

の
範
囲
を
自
ら
の
学
識
の
う

え
で
判
断
し
日
々
履
行
し
て

お
り
、
安
全
で
安
定
し
た
医

療
の
提
供
は
、
我
々
医
療
技

術
者
の
存
在
が
不
可
欠
な
要

素
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
医
療
の
責
任
を

中
核
で
担
う
の
が
、
医
師
・

歯
科
医
師
・
薬
剤
師
で
あ
る

こ
と
に
何
の
変
わ
り
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
多
く
の

コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
、
コ
・
デ

ン
タ
ル
が
、
そ
の
中
核
と
力

を
合
わ
せ
れ
ば
、
個
々
に
努

力
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
大

き
な
成
果
が
達
成
で
き
ま

す
。
私
は
時
代
の
要
請
と
も

い
え
る
こ
の
事
実
と
そ
の
意

志
を
自
ら
の
手
で
政
治
に
届

け
た
い
。

国
会
は
国
民
の
代
表
機
関

で
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
身
を
置
く
人
が
集
ま

り
、
初
め
て
全
国
民
の
義
務

履
行
・
権
利
保
障
等
に
対
す

る
真
の
議
論
が
可
能
と
な
り

ま
す
。そ
れ
は
、こ
の
国
の
保

健
医
療
体
制
を
始
め
と
す
る

施
策
に
展
望
を
拓
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
歯
科
技
工
士
が

国
政
に
参
画
す
る
こ
と
、こ
の

こ
と
は
、
民
主
議
会
制
度
と

い
う
分
厚
い
歴
史
の
一
頁
で

あ
り
ま
す
。
新
た
な
時
代
の

姿
を
今
こ
こ
に
生
き
る
我
々

の
手
で
作
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

明
後
年
二
○
○
五
年
は
、

歯
科
技
工
士
が
法
的
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
半
世
紀
と
な
る

歴
史
的
な
年
で
あ
り
ま
す
。

歯
科
技
工
士
創
始
半
世
紀
以

降
は
、
歯
科
技
工
士
に
係
る

政
治
懸
案
を
始
め
と
す
る
所

懸
案
を
代
理
人
に
託
す
の
で

は
な
く
、
歯
科
技
工
士
自
身

が
国
会
に
遡
上
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
ご
期

待
に
お
応
え
す
べ
く
、
前
へ

出
る
不
退
転
の
決
意
を
し
ま

し
た
。
こ
こ
ろ
か
ら
の
ご
支

援
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

平
成
十
五
年
五
月
十
六
日

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟

会
長
　
中
西
茂
昭

し
て
歯
科
技
工
士
は
被
選
挙
権

を
放
棄
し
ま
せ
ん
。
今
現
在
も

多
く
の
仲
間
の
心
に
は
「
不
可

能
の
影
」
が
ち
ら
つ
い
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
当
然
で
す
。

我
々
に
は
未
知
の
領
域
だ
か
ら

で
す
。
壁
を
打
ち
破
れ
る
か
は

「
歯
科
技
工
士
が
議
員
と
し
て

国
政
に
参
画
す
る
」
と
い
う
状

況
を
想
定
で
き
る
か
否
か
に
尽

き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
運

動
は
た
や
す
い
も
の
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

し
か
し
私
に
は
こ
れ
を
克
服

で
き
る
で
あ
ろ
う
ひ
と
つ
の
確

信
が
あ
り
ま
す
。
歯
科
技
工
士

は
、
目
の
前
に
「
成
す
べ
き
仕

事
」
が
現
れ
た
と
き
、
期
限
ま

で
に
か
な
ら
ず
完
成
さ
せ
る
人

た
ち
で
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
も
、

歯
科
技
工
士
は
、
工
夫
し
、
や

り
直
し
、
必
ず
形
に
す
る
人
た

ち
で
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
の
事
業
遂
行
の
力
量
は
す

で
に
い
く
つ
も
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
す
で
に
、
全
て

の
都
道
府
県
と
四
百
余
の
支
部

中西茂昭 会長

不
退
転
の
決
意

不
退
転
の
決
意
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生年月日 昭和23年8月22日（54歳）
学　　歴
昭和42年3月

大阪大学歯学部附属歯科技工士学校卒業
役 職 歴
平成 2 年4月〜 8 年3月

社団法人日本歯科技工士会常務理事
平成 8 年4月〜11年3月

同　専務理事
平成11年4月〜14年3月

同　副会長
平成14年4月〜現在に至る

同　会長
平成 8 年4月〜14年3月

日本歯科技工士連盟理事長
平成14年4月〜現在に至る

同　会長
平成15年4月現在

発　行 日 本 歯 科 技 工 士 連 盟
東京都新宿区市谷左内町2 1 - 5 　　　　

発行人 野 　 　 島 　 　 正 　 　 美

編　集 日 本 歯 科 技 工 士 連 盟
発行日 平成1 5 年 5 月 2 0 日（火）


